
地域再生計画（汚水処理施設整備交付金）の事後評価について
都道府県名 埼玉県 市町村名 比企郡吉見町

計画期間 平成23年度～平成25年度 交付金交付期間 平成23年度～平成25年度

・農業集落排水施設　東第二地区

・浄化槽（個人設置型）　浄化槽整備区域

目標値 実績値

５．総合評価と今後の方策

【総合評価】
　浄化槽（個人設置型）補助金の交付や農業集落排水施設東第二地区の整備を計画的に実施した結果、当初の目標を達成した。
　農業集落排水事業実行組合が農業集落排水施設への接続工事を一括で発注したことなど、地域が一体となって取り組んだことが大きく寄与した。
　地域の河川等の水質が改善されことにより、生活環境が向上し、町への定住化が促進されることを期待している。

【今後の方策】
　浄化槽（個人設置型）の適正な維持管理を促し、排水に対する意識の向上に努める。
　農業集落排水施設未接続者への接続促進を積極的に行い、水質保全に努める。

達成に関する評価

汚水処理施設整備交付金の活用により、
農業集落排水施設東第二地区を計画どお
りに整備できたことで、目標を達成し
た。

地元組合による集落排水施設への接続工
事完了によって、雑排水が用水路へ流れ
込まなくなり、水質が向上し目標を達成
した。

ゴミ０運動

荒川クリーン作戦（不法投棄物撤去作業）

町民と協働による政策として、衛生協力会主催により地域美化運動を町内全域で実施した。（5月）
その他にも、町内一斉清掃として同様の活動を年2回実施した。（8月、12月）

荒川河川敷における不法投棄の防止策等環境保全を図るため、埼玉県央域荒川クリーン協議会主催により
クリーン作戦を実施した。（11月）

汚水処理人口 浄化槽設置基数

指標１
汚水処理施設の整備の促進
汚水処理人口普及率75％(平成22年度）から80％
（平成26年度）へ向上を目指す。

汚水処理施設による水質の改善
東第二地区内から一級河川市野川へ流出している
用水路のBOD濃度を5.2㎎/ℓから環境基準値（C類
型:5.0㎎/ℓ）以下の値への改善を目指す。

平成25年度

１．事業の内容

基準値

基準年度 基準年度
指標

２．地域再生計画に記載し
た数値目標の達成状況

地域再生計画名 きれいな水の流れるまちづくり計画

指標１ 5.2㎎/ℓ 平成19年度 5.0㎎/ℓ
以下

平成27年度 ○- 1.3㎎/ℓ

基準年度

平成26年度75.0% 平成22年度 80.0% 平成26年度 80.1%

評価

○

３．実施過程

30基 11基

平成23年度 15,593人 74.0% 30基 15基

処理人口

町内6箇所の用排水路、ため池の水質調査を毎年実施し、環境基準の状況の把握に努めた。

普及率 計画 実施

４．その他の事業

水質測定事業

16,386人 79.4% 30基 14基

平成24年度 15,864人 75.8%


